
ゲスト：予防医学協会さんさチームの皆さん

柏葉先生と奥村アナのトークセッション

今年からカワトクデパート屋外特設会場で啓発活動

ジョイス東安庭店：啓発活動スタートです！

ウォークは教育会館が集会場です

行進は教育会館前をスタート、さんさチームは踊りの衣装のまま「乳がん検診を受けましょう」　北銀大通支店店頭に巨大なロゴマーク出現!

(2014/4.1～2015/3.31)

平成26 4月 12日 幹事会 対がん協会会議室 14名参加

19日 年度始めあいさつまわり、総会案内 県庁、顧問団体 会長、副会長、事務局長

30日 会計監査 事務所 会計監事

5月 10日 会員派遣　《看護協会「看護の日」》  啓発活動 アイーナ 会長他会員1名

11日 定期総会 岩手県予防医学協会 42名(出）、98名（委）

20日 講師派遣　《3B体操協会北部交流会》 講演・啓発 メトロポリタン本館 会員3名

6月 7日 幹事会、第1回スタッフ会議 対がん協会会議室 22名参加

16日 会長、副会長、事務局長

19日 岩手県がん対策推進協議会 盛岡市勤労福祉会館 会長

24日 会員派遣　《一戸町保健推進員会》  講話 一戸町 会長

7月 5日 第2回スタッフ会議 対がん協会会議室 20名参加

25日 フェスタ開催あいさつ、寄付依頼 若林先生 事務局

8月 2日 第3回スタッフ会議 対がん協会会議室 26名参加

11日 フェスタ開催あいさつまわり、寄付依頼 県庁他、顧問団体　　 会長、副会長、事務局長

25日 盛岡城跡公園使用変更打ち合わせ 市役所公園みどり課 事務局

30日 第4回スタッフ会議 対がん協会会議室 25名参加

9月 2日 ツリー設置打ち合わせ ジョイス、フェザン 事務局

6日 ツリー設置打ち合わせ カワトク、イオン２店舗 事務局

12日 マ・シェリ取材　 事務所 会長

18日 ウォーク集会・行進届け申請手続き 盛岡東警察署警備課 事務局

20日 ウォーク部会 予防医学協会会議室 部員7名、事務局

28日 会員派遣　《西徳田公民館まつり》 講話 矢巾町西徳田公民館 副会長

30日

30日 ピンクリボンツリー設置病院搬入飾り付け 事務局　ツリー部員

（県立磐井病院､県立中部病院は現地スタッフに依頼）

10月 1日 「2014いわてピンクリボンフェスタ」開催 ツリー部員、応援スタッフ

オープニングセレモニー：カワトクデパート 会長
ツリー設置全会場で啓発キャンペーン

5日 スマイルウォーク
カワトクデパート屋外特設会場で啓発活動

岩手教育会館大ホール
カワトク

220名参加

10日 IBCラジオ取材 会長自宅 会長

ツリー設置各会場で2回目の啓発活動

18日 ツリー設置各会場で2回目の啓発活動 ツリー部員

19日 講演会：認定看護師・体験者パネルディスカッション 予防医学協会ギャラリ-ホ-ル85名参加

25日 ツリー設置会場で2回目の啓発活動 イオン盛岡 ツリー部員

31日 ツリー撤収 各設置会場 部員、事務局、トーアン

11月 8日 第5回スタッフ会議〈まとめ会〉 対がん協会会議室 24名参加

22日 会員派遣《一戸町健康いきいきフェスタ》 一戸町 会長

12月 8日 会員派遣《奥州市地域婦人団体協議会研修会》 講話 奥州市水沢区 副会長、事務局

10日 盛岡ゾンタクラブXmasの集い　寄付金贈呈式 盛岡グランドホテル 副会長

13日 放射線技師会打合せ ホテルルイズ 会長、副会長、事務局長

平成27 1月 16日 フェスタ終了報告あいさつまわり 県庁、顧問団体 会長、事務局長

31日 幹事会「絆プロジェクト2015in釜石」取り組み確認 対がん協会会議室 15名参加

2月 14日 会員派遣《日本消化器画像診断情報研究会》ブース アイーナ 幹事5名

15日 〃　　　　《　　〃　　パネルディスカッション》 〃 副会長、幹事10名

27日 会員派遣《奥州市真城婦人会研修会》　講話 奥州市水沢区 事務局

3月 7日 幹事会（絆プロジェクト決定、太田副会長担当） 対がん協会会議室 10名参加

11日 会員派遣《盛岡ゾンタクラブ例会》 講演 グランドホテル 副会長

15日 会員派遣《女性からだ会議2015㏌岩手》IBCラジオ フェザン出会い広場 副会長

ツリー部員
応援スタッフ

〔カワトク､フェザン､ジョイス(三関､北上アピア､宮古千徳）〕

 《2014年度》

共催〈岩手県､他顧問4団体〉､後援〈患者団体7､報道機関14社〉申請書発送

カワトク、　イオン盛岡
イオン盛岡南、　フェザン
アルコ、　ジョイス６店舖

〔アルコ、イオン盛岡南、ジョイス(月が丘､東安庭､本町）〕

県立中央病院､　市立病院
医大附属病院、　盛岡日赤

岩手日報全面広告掲載《2014いわてピンクリボンフェスタ》

2014年度 会 長 ： 仁昌寺幸子

副会長 ： 昆 茂、 太田 睦子

事務局長： 中山 通子

○ピンクリボン運動に望むこと

　 継続こそ力なり。 「意識を変える」 「関心を高めること」 は続けてこそ、 叶うもの。

　「いわてのおっぱい　乳がんから守りたい！」 はスタート時のスローガンです。 発足当時乳がんに対

する県民の関心は低く、 ピンクリボン運動の成り立ち、 命を守るために検診が大切な等々、 伝え続け

てきました。 乳がんが年々増えている現状では、 もはや他人事ではありません。 乳がんで悲しむ人を

減らしたい、 女性はもっと自らの健康に関心をもってほしい、 そんな願いをこめて活動してきました。

　 今では啓発活動で声をかけると、「母が乳がんで亡くなりました。 頑張って活動してくださいね…」「こ

こで教えてもらって自己触診して、病院にいったの」 などが聴かれ、県民の反応も温かく好意的になっ

てきたと思います。 息の長い活動で、 乳がんへの関心を高めていきたいものです。




